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　３月１５日、球磨中学校体育館で第３２回球磨中学校卒業
式が行われました。今年度の卒業生は、男子３４名、女子
３２名の計６６名です。
　卒業生は、ステージ前に整列すると、一人ひとりが学校の
思い出や先生方へのお礼などを述べました。
　式が終了すると、卒業生と保護者は、それぞれのクラスに
入り、友人と担任との最後のホームルームを過ごしました。

　　学校での思い出を胸に

　　　　　　　輝かしい未来へ
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み
の
棚
田
」（
雲
仙
市
千
々
石
町

岳
）
と
「
古
戦
場
原
城
を
望
む
ジ
ャ

ガ
イ
モ
田
」（
南
島
原
市
南
有
馬
町

谷
水
）
と
し
て
、
ご
著
書
『
棚
田

農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議　

鈴
木
康
夫
会
長
に
聞
く

く
ま
む
ら
農
業
の
振
興
を
考
え
る

耕作放棄地を利用したジャガイモ栽培（南島原市の谷水棚田）

　

一
月
、
球
磨
村
の
農
業
振
興
へ
向
け
て
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
、

新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
「
農
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
と
し
て
、
農
業
現
場
の
生
の
声
を
広
く
聴
取
す

る
た
め
、
生
産
者
代
表
や
各
農
業
振
興
組
織
、
農
業
委
員
、
学
識
経
験

者
、
議
会
な
ど
十
五
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
会
長
と
し
て
選
ば
れ
た
鈴
木
康
夫
会
長
か
ら
、「
棚
田
と
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
し
て
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
棚
田
と
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

　

私
に
と
っ
て
今
年
の
二
月
は
と

て
も
充
実
し
た
月
で
あ
っ
た
。
大

学
の
業
務
を
離
れ
て
、
研
究
研
修

に
専
念
で
き
た
た
め
だ
。
く
ま
む

ら
農
業
振
興
関
係
で
は
、
長
崎
県

の
島
原
半
島
と
大
分
県
の
宇
佐
市

安
心
院
（
あ
じ
む
）
町
を
訪
問
す

る
機
会
が
あ
っ
た
。
島
原
に
は
球

磨
村
棚
田
保
存
会
の
方
々
と
、
安

心
院
に
は
球
磨
村
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
の
方
々
と
一
緒
だ
。

棚
田
も
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、

く
ま
む
ら
農
業
振
興
の
た
め
の
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
。
視
察
に
加
わ

り
情
報
を
共
有
で
き
れ
ば
、
く
ま

む
ら
農
業
の
将
来
を
共
に
真
剣
に

議
論
で
き
る
。

　

島
原
半
島
に
は
日
本
棚
田
百
選

の
う
ち
の
二
つ
が
あ
る
。
中
島
峰

広
・
元
早
稲
田
大
学
教
授
が
「
雲

仙
岳
の
西
斜
面
に
拓
か
れ
た
石
積

百
選
を
歩
く
』
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
前
者
は
雲
仙
岳
か
ら
橘
湾
に

向
か
っ
て
流
れ
る
河
川
の
谷
間
に

沿
っ
て
棚
田
が
み
ら
れ
、
上
流
か

ら
海
近
く
ま
で
棚
田
が
連
続
す
る
。

後
者
も
雲
仙
岳
南
方
の
山
腹
斜
面

に
棚
田
が
広
が
り
、
迫
沿
い
に
は

有
明
海
ま
で
標
高
差
二
一
〇
㍍
の

棚
田
が
み
ら
れ
る
。

　

本
村
に
も
日
本
棚
田
百
選
の
う

ち
の
二
つ
が
存
在
す
る
。
そ
の
両

方
を
私
は
一
年
半
前
に
中
島
先
生

か
ら
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ

き
の
著
書
で
、
中
島
先
生
は
本
村

の
棚
田
保
存
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
栁
詰
数
安
さ
ん
と
松
谷
宣
秀

さ
ん
の
こ
と
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
栁
詰
さ
ん
と
同
行
で
き
お

話
が
で
き
た
。
栁
詰
さ
ん
ら
棚
田

シリーズ

No.1

ム
ラ
ま
る
ご
と

「
棚
田
博
物
館
」

日本棚田百選（松谷棚田）
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鈴木康夫会長のプロフィール

氏名：鈴木康夫　５４歳
所属：東海大学　
　　　�熊本教養教育センター教授
専門：農村地理学・地域資源学

本村グリーンツーリズム会員が参加　した「ＧＴ実践研修会」（安心院町）

保
存
会
の
方
々
が
、
農
村
民
泊
と

棚
田
ツ
ア
ー
で
お
客
を
も
て
な
せ

ば
、
必
ず
熱
心
な
球
磨
村
フ
ァ
ン

が
で
き
る
。
球
磨
村
の
棚
田
の
存

在
は
意
外
に
知
名
度
が
低
い
の
だ
。

現
に
私
が
そ
う
だ
っ
た
。
球
泉
洞

に
は
何
度
も
き
て
い
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
帰
っ
て
い
る
。
棚
田
の
存

在
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
。

　

中
島
先
生
と
本
村
に
初
め
て
分

け
入
っ
た
と
き
、
私
は
球
磨
村
は

ム
ラ
ま
る
ご
と
「
棚
田
博
物
館
」

だ
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
個

人
的
に
は
、
棚
田
と
い
う
球
磨
村

の
優
れ
た
地
域
資
源
を
上
手
に
活

用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
球

泉
洞
と
球
磨
川
下
り
は
日
本
中
に

知
れ
渡
っ
た
超
Ａ
級
の
観
光
資
源

だ
。
そ
こ
に
棚
田
を
加
え
、グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
で
特
定
少
数

の
球
磨
村
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
。
こ

れ
ま
で
の
通
過
型
観
光
の
ム
ラ
か

ら
、
滞
在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ム
ラ

に
変
身
さ
せ
る
。
特
定
少
数
の
球

磨
村
フ
ァ
ン
は
ム
ラ
と
都
市
と
の

親
善
大
使
に
な
っ
て
く
れ
る
。
彼

ら
と
強
固
な
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
ば
、

ム
ラ
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
大

半
は
個
別
の
販
売
ル
ー
ト
で
は
け

る
可
能
性
が
あ
る
。

日本棚田百選（鬼の口棚田）

つるし柿体験（グリーンツーリズム）棚田の保全に努めます（花いっぱい運動）

農
家
民
宿
で
は
な
く

農
家
民
泊
を

　

本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
家
は
、

「
農
家
で
休
暇
を
」
の
合
言
葉
の

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
で
生
き

残
っ
て
い
る
。
生
産
物
の
販
売
、

加
工
食
品
の
販
売
、
農
家
民
宿
と

い
う
三
本
柱
で
農
家
が
生
計
を
立

て
て
い
る
。日
本
型
グ
リ
ー
ン
ツ—

リ
ズ
ム
の
先
進
地
域
で
あ
る
大
分

県
安
心
院
町
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

よ
う
な
生
き
残
り
策
を
日
本
で
も

実
現
さ
せ
た
い
と
、
国
に
規
制
緩

和
を
求
め
つ
づ
け
て
い
る
。
球
磨

村
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

の
大
無
田
満
浩
会
長
ら
は
安
心
院

で
そ
れ
を
学
ん
で
い
る
。
農
家
民

宿
で
な
く
農
村
民
泊
で
特
定
少
数

の
安
心
院
フ
ァ
ン
を
各
戸
が
獲
得

し
、
親
戚
づ
き
あ
い
を
す
る
。

　

安
心
院
で
は
と
り
わ
け
高
齢
者

夫
婦
が
民
泊
の
ト
リ
コ
に
な
り
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
接
客
に

生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
に
加
え
て
、
少
な
い
な
が
ら

も
農
産
物
の
販
売
や
宿
泊
に
よ
る

収
入
も
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
増

幅
さ
せ
て
い
る
。
毎
年
、
安
心
院

で
行
わ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農

家
民
宿
ツ
ア
ー
に
は
結
構
、
高
齢

者
の
方
々
の
参
加
が
多
い
。

　

球
磨
村
の
先
達
の
暮
ら
し
が
ム

ラ
の
景
色
を
創
っ
て
き
た
。

　

自
然
を
活
用
し
て
先
達
が
暮
ら

し
営
ん
で
き
た
結
果
と
し
て
、
棚

田
が
存
在
し
て
い
る
。
棚
田
と
い

う
ム
ラ
の
美
観
、
そ
れ
を
生
ん
だ

球
磨
村
の
人
と
自
然
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
、
ム
ラ
に
滞
在
し
棚
田

を
の
ん
び
り
眺
め
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
都
会
の
人
た
ち
に
考
え
て

い
た
だ
く
。
都
会
人
は
知
的
好
奇

心
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
き
っ
と
球
磨

村
の
棚
田
景
観
に
魅
了
さ
れ
、
日

本
型
景
観
形
成
の
源
流
に
気
づ
く

こ
と
だ
ろ
う
。

菜種をまく県立大学生（農村民泊体験）
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一勝地駅に試験運転で停車した「ＳＬ人吉」

柴立姫神社で地元会員の説明を聞く受講者

　

皆
様
待
望
の
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
、
い

よ
い
よ
四
月
二
十
五
日
か
ら
運
行

し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
は
、
熊
本
人
吉
間
を

一
往
復
し
、毎
週
金
、土
、日
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
と
夏
休

み
は
、
毎
日
運
行
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

一
勝
地
駅
に
は
、
下
り
が
11
時

42
分
に
到
着
し
、
十
分
間
停
車
し

ま
す
。
ま
た
、
上
り
は
、
15
時
に

到
着
し
、
八
分
間
停
車
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
村
で
は
観
光

誘
客
の
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
受
け
入

れ
体
制
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
運
行
初
日
の
四

月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
二
日

間
、
一
勝
地
駅
で
開
催
し
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
郷
土
芸
能
や
特
産

品
の
販
売
、
球
磨
焼
酎
「
一
勝
地
」

の
試
飲
、
入
場
券
の
販
売
な
ど
多

彩
な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
一

勝
地
駅
や
球
泉
洞
駅
を
起
点
と
し

た
散
策
型
ま
ち
歩
き
、
観
光
タ
ク

シ
ー
プ
ラ
ン
等
を
準
備
中
で
す
。

ま
た
、
村
で
は
Ｓ
Ｌ
人
吉
の
復
活

運
行
や
平
成
二
十
三
年
の
九
州
新

幹
線
全
線
開
業
に
伴
い
、
二
月
か

ら
計
四
回
の
観
光
案
内
人
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座

に
は
、
村
内
か
ら
二
十
一
名
の
参

加
が
あ
り
、
村
内
の
観
光
資
源
な

ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

昨
年
「
ゆ
ふ
デ
ラ
ッ
ク
ス
」
が

一
勝
地
駅
に
到
着
し
た
と
き
は
、

数
十
年
ぶ
り
に
賑
わ
い
、
人
の
波

で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。

郷
土
芸
能
や
物
産
展

ー
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
ー

観　

光

案
内
人

郷土芸能を披露する「中組太鼓踊り」

昨年の肥薩線（川線）開通１００周年記念風景

「ゆふDX」の到着で賑わう一勝地駅

待望のＳＬ人吉がやってくる
一勝地駅で多彩な歓迎イベント

講
座
を
開
催

ー
受
け
入
れ
体
制
ー
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平
成
二
十
一
年
球
磨
村
議
会
臨
時
会
が
、
二
月
二
十
七
日
に
召
集
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
案
は
、
平
成
二
十
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平

成
二
十
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
及
び
一
勝
地
第
一

小
学
校
校
舎
改
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
三
件
で
慎
重

に
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予　

算

●
平
成
二
十
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
二
億
五
千
九
百
七
十
九
万
五
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
三
十
六
億
六
千
六
十
五
万
一
千

円
と
な
り
ま
し
た
。）

●
平
成
二
十
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
二
千
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
は
、
九
千
五
百
七
十
九
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。）

　

そ 

の 

他

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

球
磨
村
立
一
勝
地
第
一
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
は
、
光
進
・
丸
昭
建

設
工
事
共
同
企
業
体
（
代
表
者　

光
進
建
設
株
式
会
社　

井
上
祐
介
人

吉
支
店
長
）
と
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
四
億
四
千
百
万
円
で
契
約
と

な
り
ま
し
た
。

第
一
回 

球
磨
村
議
会
臨
時
会

「だんだんなあ商品券」を販売します
10,000円で11,000円のお買物ができる !!

　国の定額給付金に合わせ、村内の緊急経済対策として、一割お得な「だんだんなあ商品券」を販売します。
10,000 円の商品券を買うと、11,000 円分のお買い物ができます。１世帯 30,000 円（3 セット）まで購入でき、村
内の事業所のみの使用となります。販売期間は、4 月1日から 6 月 30 日まで。詳細については次のとおりです。

特　　典／�商品券の単位は 1,000 円とし、11枚綴り 10,000 円を１セットとして販売します。

販売期間／平成２１年４月１日〜６月３０日まで。
　　　　　（売り切れ次第終了）

販売場所／�球磨村商工会、（有）久米商店、川野商店、
　　　　　ストアきくたけ、（合）愛甲商店、木屋商店、
　　　　　大岩石油ガス店、上原商店、球磨村観光案内所、
　　　　　一勝地温泉かわせみ、球磨村森林組合

利用期間／平成２１年４月１日〜８月３１日（月）まで
　　　　　（期間外についての払い戻しはしません）

利用可能な所／球磨村商工会会員、一勝地温泉かわせみ、
　　　　　　　球磨村森林組合、ＪＡ球磨村店

※利用のお店は右記の取扱店シールが目印です。

（問い合わせ先）球　磨　村　商　工　会　　　　　　　☎０９６６−２５−６６６０
　　　　　　　　球磨村役場　産業振興課　商工観光係　☎０９６６−３２−１１１４

定額給付金

だんだんなあ商品券
取　扱　店

〈球磨村消費拡大運動推進店です。〉

〈10,000円で11,000円のお買物ができます〉

ご利用期間：４月１日〜８月３１日

商品券が使えるお店の目印です



�

　

関
西
地
方
に
住
む
球
磨
村
出
身

者
及
び
関
係
者
を
会
員
と
す
る
関

西
カ
ワ
セ
ミ
会
の
第
三
回
総
会
が
、

二
月
二
十
一
日
、
京
都
市
Ｊ
Ｒ
京

都
駅
前
の
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
球
磨
村
か
ら
川
口
貞

則
副
村
長
ら
五
人
、
関
西
周
辺
か

ら
会
員
三
十
五
人
の
合
計
四
十
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
伊
藤
弘
子
会
長
の

挨
拶
の
後
、
来
賓
の
川
口
副
村
長

が
近
況
報
告
を
交
え
な
が
ら
「
皆

様
の
ふ
る
さ
と
球
磨
村
で
は
、
過

疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社

会
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
都

市
部
に
在
住
の
球
磨
村
出
身
者
の

方
々
と
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
球
磨

村
の
振
興
・
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
関

西
地
方
は
九
州
新
幹
線
が
全
線
開

通
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
の
便
が

良
く
な
り
、
交
流
を
進
め
る
上
で

も
大
切
な
地
域
で
あ
る
た
め
、
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
、
議
事

に
移
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
業
及
び
会
計
報

告
や
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
伊
藤
弘

子
会
長
の
留
任
等
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
第
三
回
目
を
迎
え

た
今
回
の
総
会
で
は
十
二
名
の
方

が
初
め
て
出
席
さ
れ
、
今
後
も
会

員
が
増
加
す
る
よ
う
に
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
や
、
球
磨
村
へ
の
里

帰
り
ツ
ア
ー
の
計
画
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
、
終
了
後
懇
親
会

に
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
関
西
弁
と
球
磨

弁
が
混
じ
り
あ
っ
て
、
懐
か
し
い

故
郷
の
想
い
出
話
が
続
き
、
会
の

途
中
で
は
球
磨
村
の
特
産
品
（
棚

田
米
、
焼
酎
等
）
が
当
た
る
抽
選

会
が
あ
り
、
抽
選
の
た
び
に
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

球
磨
村
で
は
、
今
年
五
年
目
と

な
る
「
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
三
年

目
の
「
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
二
年

目
の
「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
そ

れ
ぞ
れ
の
会
員
の
拡
大
を
図
り
、

都
市
部
へ
の
ふ
る
さ
と
情
報
の
発

信
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
名

古
屋
市
を
中
心
と
し
た
「
東
海
カ

ワ
セ
ミ
会
」
の
設
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
会
員
拡
大
の
た
め
、
各

地
域
に
在
住
の
ご
親
族
や
友
人
の

方
な
ど
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
企

画
財
政
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
情
報

は
厳
重
に
管
理
し
、
目
的
以
外
へ

使
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
連
絡
先
）

球
磨
村
役
場　

企
画
財
政
課

☎
０
９
６
６
‐
３
２
‐
１
１
３
８

ふるさとを思い

久しぶりの交流

第４回　関西カワセミ会

故郷「くまむら」の思い出話で賑わった関西カワセミ会

　

二
月
二
十
日
、

球
磨
中
学
校
（
大

田
康
雄
校
長
）
で
、

二
年
生
四
十
六
人

の
立
志
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

立
志
式
は
、
昔

で
言
う
と
、
元
服

と
い
い
、
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
、

子
ど
も
か
ら
大
人

に
な
る
区
切
り
に

行
う
儀
式
と
し
て
、

実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
立
志
式
を
行

う
こ
と
で
、
自
覚

を
促
し
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
、
志
を
立
て
、
責
任
を
持
っ

て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
を
、

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

第
一
部
で
は
、
中
津
浩
太
生
徒

会
長
が
「
こ
の
日
の
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
目
標
を
立
て
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
、
そ
れ
を
発

表
し
、
立
志
式
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
大
田
校
長
と
鵜
口
福
己
学
年

委
員
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

た
後
、
生
徒
を
代
表
し
て
、
伊
高

綾
香
さ
ん
、
鎌
山
あ
ず
さ
さ
ん
が

作
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
二
年
生
全
員
で
、
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
れ
た
人
へ
感
謝
の
言
葉

や
将
来
な
り
た
い
職
業
な
ど
を
構

成
詩
「
立
志
の
誓
い
」
と
し
て
発

表
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
未
来
あ
る
君

た
ち
へ　

人
生
の
先
輩
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
題
し
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
会
社
員
の
鵜
口

福
己
さ
ん
、
教
育
委
員
で
造
園
業

の
吐
合
美
智
郎
さ
ん
、
消
防
士
の

蔀
雅
彰
さ
ん
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
仮
屋
宣
子
さ
ん
、
介
護
士

の
川
嶋
久
美
子
さ
ん
を
迎
え
て
、

な
ぜ
今
の
職
業
を
選
ん
だ
か
。
仕

事
で
の
苦
労
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。

力強く立志の誓い
〜球磨中学校　立志式〜

将来の夢を発表しました
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二
月
二
十
三
日
、球
磨
中
学
校
（
大
田
康
雄
校
長
）
の
三
年
生
が
、

渡
保
育
園
、
こ
が
ね
保
育
園
、
神
瀬
保
育
園
で
「
保
育
」
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
庭
科
の
授
業
の
一
つ
で
、「
保
育
」
学
習

の
ま
と
め
で
、
現
在
の
保
育
の
状
況
問
題
点
な
ど
を
理
解
す
る
と
共

に
、
園
児
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
「
保
育
」
を
体
験
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
が
ね
保
育
園
で
は
、
二
十
二
名
の
生
徒
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
井
久
美
園
長
が
、
保
育
園
の
概
要
や
保
育
内
容
を
説
明
し
、
そ

の
後
、
年
長
児
に
よ
る
劇
「
亀
割
り
石
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
や
カ
プ
ラ（
積
み
木
）、

絵
本
等
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

同
保
育
園
卒
園
の
板
﨑
奏
会
さ
ん
は
「
園
児
は
パ
ワ
フ
ル
で
お
も

し
ろ
い
。
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」と
話
し
、園
児
の
中
井
侑
未
ち
ゃ

ん
は
「
楽
し
か
っ
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
優
し
い
し
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

楽しかったなあ〜
かわいかったなあ〜

球磨中３年生　保育園訪問

中学生も昔を思い出し、楽しく交流しました

　

二
月
二
十
八
日
、
石
の
交
流
館

「
や
ま
な
み
」
で
、
村
内
、
村
外
か

ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
ひ

な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
年
で

三
回
目
で
あ
り
、
人
吉
球
磨
春
夏

秋
冬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
あ

る
「
人
吉
球
磨
ひ
な
ま
つ
り
」
に

併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
阿

蘇
を
拠
点
に
結
成
さ
れ
た
二
人
組

の
デ
ュ
オ
グ
ル
ー
プ
「
Ｖ
ｉ
ｅ
ｎ

ｔ
ｏ
（
ビ
エ
ン
ト
）」
を
招
き
、
自

然
を
テ
ー
マ
に
ア
ン
デ
ス
の
最
も

古
い
楽
器
ケ
ー
ナ
や
阿
蘇
の
土
で

作
ら
れ
た
オ
カ
リ
ナ
、
そ
れ
に
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
融
合
し
て
独
自

の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

Ｖ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
と
は
、
ス
ペ
イ

ン
語
で
「
風
」
を
意
味
し
、
様
々

な
大
自
然
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
音
楽

と
い
う
風
に
乗
せ
て
運
び
た
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

代
表
の
吉
川
万
里
さ
ん
は
、
球
磨

川
の
自
然
を
楽
曲
と
楽
曲
の
間
に

「
語
り
」
と
し
て
、
話
さ
れ
、
独

特
の
雰
囲
気
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
観
客
は
、
美
し
い
演
奏
に

聞
き
入
り
、
た
の
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

三
月
三
日
、
石
の
交
流
館
「
や

ま
な
み
」
で
本
村
出
身
の
Ｍ
ｒ
．

ハ
ッ
キ
ー
さ
ん
と
村
内
三
保
育
園

か
ら
園
児
を
招
き
、
ま
た
、
多
く

の
来
場
者
が
あ
り
「
く
ま
む
ら
の

ひ
な
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

渡
保
育
園
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
を

使
っ
た
合
唱
と
太
鼓
、
ピ
ア
ニ

カ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
な
ど
で
の
合

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
が
ね
保

育
園
は
、「
亀
割
り
石
」
の
劇
を
見

事
に
演
じ
ま
し
た
。
神
瀬
保
育
園

は
、
男
児
は
、
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス

を
、
女
児
は
、
か
わ
い
い
ド
レ
ス

を
着
て
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
ハ
ッ
キ
ー
さ
ん
が
芸
を

披
露
す
る
と
、
会
場
か
ら
は
、
笑

い
や
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
、
ひ
な
ま

つ
り
を
歌
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
甘
酒
が
振
舞
わ
れ

ま
し
た
。

く
ま
む
ら
の
ひ
な
ま
つ
り

  

ひ
な
ま
つ
り

　
　

 

コ
ン
サ
ー
ト

 

多
彩
な

　

 

イ
ベ
ン
ト
開
催

大勢の観客の前で演奏する「ビエント」の二人

こがね保育園の「亀割り石」の劇ハッキーの芸に園児は釘付け
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開
会
式
で
は
、
文
化
協
会
会
長

の
小
川
豊
喜
さ
ん
が
「
今
年
で
文

化
協
会
は
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
村
内
の

文
化
団
体
と
の
連
繋
を
図
り
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
本
日
は
、

一
年
間
の
成
果
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
桺
詰
恒

雄
村
長
は
「
ま
だ
ま
だ
、
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
と
と
も
に
温

か
い
春
も
近
づ
い
て
く
る
気
が
し

ま
す
。
自
主
的
な
文
化
活
動
、
生

涯
学
習
の
展
開
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
第
一
歩

で
あ
り
、
村
づ
く
り
を
進
め
る
う

え
で
、
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
今

後
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
と
積
極

的
な
活
動
に
よ
り
、
本
村
の
文
化

活
動
の
輪
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
来
賓
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表

　

開
会
式
が
終
わ
る
と
、
渡
小
学

校
四
年
生
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
を

披
露
。
ま
た
、
神
瀬
小
学
校
は
全

生
徒
に
よ
る
合
唱
、
合
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
講
座
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
で
は
、
英
会
話
、
コ
ー
ラ
ス
、

３
Ｂ
体
操
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
と

　

三
月
一
日
、渡
小
学
校
体
育
館
で
、文
化
祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
年
間
の
学
習
成
果
発
表
の
機
会
と
村
民
へ
の
学
習
意
欲
啓
発
の
場

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
間
の
成
果
を
披
露

文
化
祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

三
月
三
日
、
環
境
学
習
と
卒
業
制
作

を
兼
ね
、
渡
小
学
校
の
六
年
生
（
一
一

名
）
が
、
マ
イ
箸
と
マ
イ
箸
袋
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

二
学
期
に
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
お

世
話
に
な
っ
た
人
吉
球
磨
環
境
協
議
会

（
北
御
門
す
す
ぐ
代
表
）
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
域
の
竹
細
工
名
人
水
篠
永

利
さ
ん
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
イ
箸
作
り
で
は
、
水
篠
さ
ん
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
竹
を
削
り
ま
し
た
。
太
さ
を
考
え
な
が
ら
竹
を

削
る
の
は
難
し
く
、
名
人
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
児
童

達
は
、
削
り
終
え
た
箸
を
嬉
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

イ
箸
袋
作
り
で
は
、
小
さ
い
頃
、
着
て
い
た
洋
服
な
ど
を
材
料
と
し
て

用
い
、
一
つ
一
つ
手
縫
い
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
世
界
に
一
つ
だ

け
の
作
品
を
手
に
し
、早
速
、箸
袋
の
中
に
削
っ
た
ば
か
り
の
箸
を
入
れ
、

み
ん
な
で
嬉
し
そ
う
に
見
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
根
美
咲
さ
ん
は
、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
箸
と
箸
袋
が
作
れ
て
嬉
し

い
。
こ
れ
を
意
識
し
て
使
っ
て
い
く
こ
と
が
環
境
を
守
る
第
一
歩
。
こ
れ

か
ら
、
使
っ
て
い
き
た
い
。」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
こ
の
後
の
学
習
で
も
、
マ
イ
箸
袋
を
作
り
、
三
月
十
二
日
に
行

わ
れ
た
サ
ン
ク
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
先
生
達
や
保
護
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。 世

界
に
一
つ
だ
け
の
「
は
し
」
「
は
し
袋
」

〜
渡
小
６
年
生
が
卒
業
制
作
〜

第14回

ハワイアンミュージックに合わせてゆったりと
した動きで、観客を魅了しました

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
文
化
協

会
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、
詩
吟
、

日
舞
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー

ク
ル
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
後
方
に
は
、
文

化
協
会
会
員
や
生
涯
学
習
講
座
受

講
者
の
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展

示
さ
れ
、
会
員
同
士
が
意
見
交
換

や
交
流
を
深
め
る
様
子
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

特 

別 
講 
演

　

本
村
は
、
九
州
唯
一
の
音
楽
大

学
「
平
成
音
楽
大
学
」
と
の
音
楽

を
通
じ
た
交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

出
田
敬
三
学
長
に
「
球
磨
川
流
域

の
音
楽
を
訪
ね
て
」
と
い
う
演
題

で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
中

は
、
出
田
学
長
の
講
話
の
ほ
か
、

同
大
学
講
師
の
福
嶋
由
記
さ
ん
の

ソ
プ
ラ
ノ
、
大
学
二
年
生
の
満
田

舞
衣
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
で
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　
　

　

平
成
音
楽
大
学
の
出
田
憲
二
前

理
事
長
は
、
球
磨
村
音
頭
や
球
磨

中
学
校
校
歌
の
作
曲
を
手
が
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

協議会の方の指導で自分だけの「はし袋」を作りました

素晴らしい作品が展示されました
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二
月
二
十
六
日
、
村
内
小
・
中

学
校
に
勤
務
す
る
教
職
員
を
対
象

に
、
教
育
へ
の
熱
意
と
研
究
、
学

校
教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
、

学
校
教
育
全
般
に
関
す
る
論
文
を

募
集
し
、
学
校
の
活
性
化
と
教
職

員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
す
る

球
磨
村
教
育
論
文
の
表
彰
式
が
球

磨
村
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
二
十
点
の
応
募
が
あ

り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優

秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
三
点
、
入
選

十
六
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
板
﨑
巧
委
員
長

が
受
賞
者
へ
激
励
と
祝
福
を
述
べ
、

桺
詰
村
長
が
「
子
供
た
ち
の
教
育

に
つ
い
て
、
真
摯
な
ご
努
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
村
内
の
児
童
生
徒
た
ち
の
数

も
少
な
く
な
っ
て
、
学
校
再
編
も

予
定
通
り
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

再
編
に
向
け
て
、
交
流
学
習
等
で

先
生
方
に
は
ご
迷
惑
お
掛
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
の
渡

小
学
校
沢
田
美
穂
教
諭
、「
二
十
一

世
紀
を
拓
く
心
豊
か
な
人
間
性
の

育
成
を
目
指
し
て
」
〜
道
徳
教
育

の
実
践
を
通
し
て
〜
が
表
彰
さ
れ
、

板
﨑
委
員
長
か
ら
表
彰
状
と
た
て

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
優
秀

賞
の
一
勝
地
第
一
小
学
校
の
兼
田

圭
一
郎
教
諭
、
神
瀬
小
学
校
の
犬

童
朋
之
教
諭
、
球
磨
中
学
校
の
宮

川
智
之
教
諭
が
表
彰
さ
れ
、
次
い

で
、
入
選
の
十
六
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
論
文
表
彰
者

☆
最
優
秀
賞

　
　

渡
小
学
校　

　
　

沢
田
美
穂
教
諭

☆
優
秀
賞

　

一
勝
地
第
一
小
学
校

　
　

兼
田
圭
一
郎
教
諭

　

神
瀬
小
学
校

　
　

犬
童
朋
之
教
諭

　

球
磨
中
学
校

　
　

宮
川
智
之
教
諭

☆
入
選

　

○
渡
小
学
校

　
　
　

一
二
三
真
由
美
教
諭

　
　
　

堀
井
淳
二
教
諭

　
　
　

山
口
徳
晃
教
諭

　
　
　

松
本
留
美
講
師

　

○
一
勝
地
第
一
小
学
校

　
　
　

山
本
マ
ミ
教
諭

　
　
　

内
布
亜
希
講
師

　
　
　

河
野
真
由
美
講
師

　

○
一
勝
地
第
二
小
学
校

　
　
　

井
口
秀
明
教
諭

　
　
　

緒
方
美
紀
教
諭

　
　
　

前
川
久
美
子
教
諭

　

○
神
瀬
小
学
校

　
　
　

黒
木
文
敏
教
諭

　
　
　

中
村
志
摩
教
諭

　
　
　

塩
見
寿
子
講
師

　

○
球
磨
中
学
校

　
　
　

廣
重
佐
良
子
教
諭

　
　
　

藤
本
大
平
教
諭

　
　
　

蓑
手
浩
平
教
諭

 
二
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞

　
　
　

沢
田
美
穂
教
諭
（
渡
小
）

平
成
二
十
年
度　

教
育
論
文
表
彰
式

２年連続最優秀賞の沢田美穂教諭

　

三
月
七
日
、
一
勝
地
渡
瀬
の
皆
伐
放
棄
地
で
第
四
回
の
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
植
林
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
十
七
年
に
森
林

整
備
の
維
持
、
保
全
を
目
的
と
し
た
「
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税
」

事
業
を
活
用
し
て
球
磨
村
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
（
犬
童
義
一
会

長
）
が
主
催
し
て
植
林
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

村
内
は
も
と
よ
り
、
村
外
・
県
外
か
ら
も
約
六
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
二
班
に
分
か
れ
て
、
ク
ヌ
ギ
・
エ
ノ
キ
・
カ
シ
な
ど

約
五
百
本
の
苗
木
を
、
搬
出
に
使
っ
た
作
業
道
跡
に
穴
を
掘
り
、
一
本

一
本
丁
寧
に
植
え
た
後
に
、
シ
カ
が
苗
を
食
べ
な
い
よ
う
に
、
シ
カ
食

害
防
止
ネ
ッ
ト
を
被
せ
ま
し
た
。作
業
は
約
二
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
協
議
会
が
用
意
し
た
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
球
磨
地
域
振
興
局
林
務
課
の
勝
田
参
事
に
よ
る
森
林
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　緑の山に育てよう！
　　　　　そして美しい川へ
「渡瀬水とみどりの森」森林ボランティア活動
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　　平成21年度くまむら
　　　　スマイルスポーツクラブ会員募集
　　平成21年度くまむら
　　　　スマイルスポーツクラブ会員募集

「あなたの”笑☆顔“いつまでも」
○ 平成２１年度の会員を募集します。各会場で、定期的に以下の内容で実施しています

ので、健康づくり、体力づくりに是非参加してみてください。

○ 平成２１年度から、会費は一律 1000 円（保険料含む）になりました。（以下は保険内容です。）

【会員申込みについて】
申込期限：平成 2１年４月１０日（金）会費 1,000
円を添えてお申込みください。
申込については、会費を添えて直接（球磨村教
育委員会）にお申込みください※申込期限を過
ぎても随時会員受付を行っております。

【お申込・問合せ】
　球磨村教育委員会社会教育係
　☎ 32 − 1117　　FAX 32 − 0101

【お知らせ】
平成２１年度くまむらスマイルスポーツクラブ総会を
以下の日程で開催いたします。会員以外の方も参加で
きますので、お気軽にお越しください。
期日：平成21年 4月12日（日）時間：午前１０時
会場：石の交流館「やまなみ」
当日は、会議のほか、「火の国広域スポーツセンター」
より地域スポーツや健康づくりなどについての講演を
予定しております。

種　目 活�動�施�設 活�動�日�時
1
卓球

渡小学校体育館 毎週水曜日　19：30〜 21：30
2 神瀬小学校体育館 毎週火曜日　19：30〜 21：30
3
バドミントン

渡小学校体育館 毎週月・金曜日　20：00〜 22：00
4 球磨中学校体育館 毎週木曜日　19：30〜 21：30
5 神瀬小学校体育館 毎週木曜日　19：30〜 21：30
6 ソフトミニバレー 大無田林業センター 毎週月・木曜日　20：00〜 22：00
7 グラウンドゴル

フ

一勝地地区内 毎週土曜日　9：00〜 11：00
8 神瀬地区広場 毎週月・水・金曜日　13：00〜15：00
9 サッカー 渡小学校グラウンド 毎週土曜日　13：00〜 15：00
10 フットサル 球磨中学校体育館 毎週水曜日　19：00〜 21：00
11 弓道 高音弓道場 毎週土曜日　15：00〜 17：00
12 走ろう会 運動公園グラウンド 毎月第1・第3日曜日��17：00〜18：00

死　亡 後�遺�障�害 入　院 手�術 通　院

傷害 疾病 傷害 疾病 傷害 疾病 手術の種類によ
り日額の10倍・
20倍・40倍

傷害 疾病

（最高） （最高） （最高） （最高） （1日） （1日） （1日） （1日）

300万円 30万円 300万円 30万円 2,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円

　

三
月
五
・
六
日
、
平
成
二
十
年
度

水
産
資
源
放
流
事
業
と
し
て
、
村

内
の
河
川
に
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村

内
四
小
学
校
の
児
童
が
「
自
然
愛

護
の
精
神
」
を
醸
成
し
、
郷
土
愛

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
放
流
体
験

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
渡
小
学
校
の
み
ど

り
の
少
年
団
が
小
川
川
に
神
瀬

小
学
校
の
緑
の
少
年
団
が
川
内

川
に
そ
れ
ぞ
れ
ヤ
マ
メ
の
稚
魚

二
一
二
五
匹
と
成
魚
二
五
匹
の
放

流
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

放
流
は
、
小
川
川
、
川
内
川
の

ほ
か
、
芋
川
、
庄
本
川
、
楮
木
川
、

中
園
川
、
那
良
川
、
鵜
川
の
八
河

川
に
稚
魚
約
一
七
〇
〇
〇
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
て

　

渡
小
・
神
瀬
小　

緑
の
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　

ヤ
マ
メ
を
放
流「大きくなってね」と優しく放流

しました
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球磨村職員の勤務・服務等の状況
　広報くまむら 193 号（平成 20 年 12 月号）に掲載しました、球磨村の給与・定員管理の状況について、　
　球磨村職員の勤務・服務等の状況を公表します。
１．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　　①　一般職員の勤務時間の状況

勤務日 1 日の勤務時間 始業時間 終業時間 休憩時間
月曜日から金曜日まで 8 時間 8 時 30 分 17 時 15 分 12 時 15 分から 13 時

　　②　職員の服務の状況　　一般職員の年次有給休暇の取得状況（H19.1.1 〜 H19.12.31）
総付与日数（A） 総取得日数（B） 全対象職員数（C）平均取得日数（B）/（C）消化率（B）/（A）

日
2273

日
562

人
62

日
9.1

%
25.0

　　③　育児休業の取得状況（平成 19 年度に承認された者）　　１人
　　④　介護休暇の取得状況（平成 19 年度に承認された者）　　なし

２．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 19 年度）
　　分限処分　該当者なし　　　　　　懲戒処分　該当者なし
３．職員の研修の状況

研　修　名 受講者数 研修日 日　数
市町村職員中央研修（アカデミー） 1 名 H19. 9. 5 〜 H19. 9.14 10 日
自治体女性職員キャリアアップ研修 2 名 H19. 8.29 〜 H19. 8.30 2 日
市町村職員管理者（新任課長）研修 1 名 H19.10.16 〜 H19.10.17 2 日

　　人権教育研修   
研　修　名 受講者数 研修日 日　数

球磨村人権教育研修会 35 名 H19. 7 .  6 1 日
下球磨ブロック人権教育研修会 2 名 H19. 7 .11 1 日
人吉下球磨人権教育研究大会 4 名 H19. 8 .17 1 日
人権同和問題指導者育成講座 1 名 H19.11 .14 1 日

●対象となる製品
　主に、一般家庭で使用されている次の４品目が、これまでの家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法第
２条第４項）の対象となり、家電リサイクル料が必要です。しかし、４月１日からは、新たに液晶テレビ・プラ
ズマテレビと衣類乾燥機が加わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２１年４月１日から追加されます

ユニット型エアコンディショナー
ウインド型
セパレート型で室内機が壁掛け又は床置きのもの

テレビジョン受信機（ブラウン管）

電気冷蔵庫・電気冷凍庫
※平成16年4月1日から電気冷凍庫が加わりました。

電気洗濯機

「家電リサイクル法」て
よく聞くけど何？

＋
液晶テレビ
プラズマテレビ

　家電リサイクル法は、家庭や事業所から排出された使用
済み家電製品の部品や材料をリサイクルして、ごみの減量
と資源の有効活用を進めるための法律です。

衣類乾燥機
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！「支援センター陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 4:00、土曜日は
８:00 〜 13:00 まで開放しています。（祭日はお休みです）

　�≪4月「陽だまり」行事予定≫
　１日㈬　�村内保育園・入園式
　７日㈫　�陽だまりサロン
１１日㈯　�りんごの木サークル
　　　　　あおむし応援団活動開始
１８日㈯　渡保育園・あおむし応援団
　　　　　合同春の遠足
２５日㈯　�ベビーマッサージ・ママ

ビクス
２８日㈫　陽だまりサロン

《
お
彼
岸
と
お
寺
参
り
》

神
瀬
保
育
園

　

春
（
秋
）
分
の
日
を
は
さ
ん
で
前
後

３
日
を
お
彼
岸
と
呼
ん
で
、
家
庭
で
は

お
墓
参
り
に
出
か
け
又
、
家
の
仏
壇
へ

「
お
は
ぎ
や
ぼ
た
も
ち
」
な
ど
お
供
え

し
た
り
し
ま
す
。

　

当
園
で
は
、
平
日
は
保
育
園
の
仏

様
に
お
参
り
し
、
時
々
お
寺
の
本
堂
に

行
き
ま
す
。

　

お
寺
は
「
静
」
の
空
間
で
す
。
履

物
を
き
ち
ん
と
揃
え
て
上
が
り
、
大
き

い
声
を
出
し
た
り
走
り
回
る
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。
そ
し
て
仏
様
の
教
え
「
悪
い

こ
と
は
す
る
な
、善
い
事
を
し
な
さ
い
」

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。
荘
厳

な
空
間
で
心
地
良
さ
も
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

日
本
は
古
来
神
仏
習
合
の
と
て
も

良
い
平
和
な
宗
教
観
を
持
っ
て
い
ま

す
。
悩
み
の
あ
る
こ
の
世
か
ら
、
安
心

の
世
界
へ
の
修
行
（
生
活
を
正
す
）
を

し
、
ご
先
祖
様
を
尊
敬
す
る
こ
と
、
自

分
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
教
え
て

い
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
か
ら
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
こ
と

も
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
観
察
す
る
と
、
い
ろ
ん

な
“
ふ
し
ぎ
”
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
ふ
し
ぎ
の
日
」
は
、
身

近
な
現
象
に
目
を
向
け
、
自
分
の
手
で
触
れ
て
、
見

て
聞
い
て
生
活
の
中
の
不
思
議
を
知
り
ま
し
た
。
ビ

ニ
ー
ル
袋
内
の
空
気
を
暖
め
、
熱
気
球
に
し
て
飛
ば

し
た
り
砂
糖
を
温
め
、
液
体
に
し
て
べ
っ
こ
う
飴
を

作
っ
た
り
磁
石
を
使
っ
て
お
も
ち
ゃ
を
動
か
し
た
り

と
不
思
議
体
験
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
科
学
離

れ
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
「
ふ

し
ぎ
だ
な
あ
・
・
、
な
ん
で
だ
ろ
う
？
」
と
疑
問
に

感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
入
学
し
て
か
ら
も
観

察
能
力
、
科
学
的
思
考
力
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

《
じ
っ
く
り
か
ん
が
え
た
よ-

ふ
し
ぎ
の
日
》

渡
保
育
園

●陽だまりサロン●

《りんごの木サークルおすすめ絵本》

《今月の赤ちゃんこんにちは！》

《
卒
園
お
め
で
と
う
》

こ
が
ね
保
育
園

　

卒
園
お
め
で
と
う
！
と
う
と
う
こ
の

言
葉
を
口
に
す
る
と
き
が
き
ま
し
た
。

一
年
生
に
な
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
は
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
買
っ

て
も
ら
っ
た
よ
」「
あ
し
た
、
勉
強
机

が
く
る
よ
」
な
ど
と
、い
つ
も
の
お
し
ゃ

べ
り
に
、ま
す
ま
す
み
が
き
が
か
か
り
、

そ
の
表
情
は
本
当
に
う
れ
し
そ
う
で

す
。

　

こ
の
一
年
間
、
年
長
組
さ
ん
は
、
園

の
代
表
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

が
ん
ば
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

自
分
で
考
え
て
何
で
も
挑
戦
し
た
り
、

友
達
に
や
さ
し
く
し
た
り
、
心
も
体
も

本
当
に
強
く
な
り
ま
し
た
。
保
育
園
で

学
ん
だ
こ
と
は

大
き
い
と
思
い

ま
す
。

　

学
校
へ
行
っ

た
ら
園
で
学

ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
た
く

ま
し
く
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

「子育て支援センター　陽だまり」は、月〜金の 9:00 〜 4:00、土曜日は８:00 〜 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３〜４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

2 月 21 日、渡保育園のに
じぐみ保育室にて、山室ま
り先生によるベビーマッ
サージを行いました。

床暖房のあたたかい部屋でリラックス。♡

「いもころがし」 　　　童心社
川崎大冶／作　　前川かずお／絵

　今回の読み聞かせは紙芝居
を読んでいただきました。鼻
のわるい和尚さんの言
葉を小坊主さんたちが
おもしろおかしく真似
る楽しいお話でした。

一時保育の様子

●あおむし応援団●
〜平成２０年度　ありがとう・よろしく会〜

　3月 7日、在団あおむし応援団の「あり
がとう会」と来年度の新団員加入式「よろ
しく会」をしました。在団員さん、たくさ
んの活動ありがとうございました。そして、
来年度も更なる活躍を期待しています！

活動回数の多い人への
「がんばり賞」授与式

来年度から参加の新
　一年生のみなさん

一位　活動回数 44回

おたのしみ！「茶話会」

〜こんな実験をしました〜

→

→

→
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社会福祉協議会

心配ごと相談
気 軽 に 相 談 を

　生活する上での様々な悩みや問題等
ありましたら、気軽に相談ください。
　種々の関係機関と連携をとりながら、
解決へのアドバイスをいたします。

　★相談日　毎月第４金曜日
　★時　間　午前９時〜１２時
　★場　所　高齢者生活福祉
　　　　　　センター「せせらぎ」
　★相談員　上原　正博　34-0020
　　　　　　原　ひとみ　33-0228
　★問合先　球磨村社協　32-0022

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

  
（
二
月
分
）

○
伊
高
ハ
ル
カ　

様
（
故　

勇
）

○
冨
永　

知
敬　

様
（
故　

ケ
イ
）

○
永
椎　

袈
義　

様
（
故　

ハ
ル
ノ
）

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

  
地
域
の
人
と

　

一
緒
に
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

　

球
磨
村
文
化
祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の

だ
ご
汁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

球
磨
村

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会

で
は
、
第

十
四
回
球

磨
村
文
化

祭
＆
生
涯

学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
連
ブ
ー
ス
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
各
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
写
真
を
掲
示
し
て
、
活
動
の

啓
発
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
、
だ
ご
汁
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
員
の
他
、
役
場
職
員
や
社
協
職

員
に
も
お
願
い
し
て
、
百
人
分
の

だ
ご
汁
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
だ
ご
汁
づ
く
り
で
、

色
々
勝
手
が
分
か
ら
な
い
事
も
多

く
あ
り
、
一
時
間
余
り
で
完
売
し

た
と
き
は
み
ん
な
で
喜
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
べ
て
い
た
だ
い
た
方

が
『
大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
よ
』

と
言
わ
れ
、
感
激
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
視
点
で
楽
し
み
な
が
ら

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
出
来
る
時

間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

は
、
男
女
を
問
わ
ず
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　近年、雑穀米がブームになってきています。雑穀の良さについて考
えてみます。
　一口に雑穀と言っても様々な種類があります。栄養成分もそれぞれ
違います。おいしさや効能や食感においても異なった特徴を持ってい
ます。
　雑穀には、現代人に不足しがちな食物繊維やビタミン・ミネラルが
豊富に含まれています。
　食物繊維はコレステロールを洗い流し、便通を調えてくれます。
ビタミン・ミネラルは代謝を助け、体の機能の維持や調節をしてくれ
ます。それだけでなく、ダイエットの見方にもなってくれます。
雑穀は、白米よりカロリーが低く、繊維質が多いので、しっかり噛む
回数が自然と増え、食事もゆっくりと進められ、やがて満腹中枢を刺
激して食べ過ぎを抑えられます。
　【食べる時の注意点】として、雑穀自身は白米に比べると美味しい
ものではありません。繊維質が多いので、多くの量を食べると、体調
不良や消化不良を起こしてしまいます。毎日続くようにするためには、
いろんな種類の雑穀を少量ずつ（全体の 5％程度）を白米に混ぜて、
食感や香ばしさを楽しみましょう。
　生活習慣病・メタボリックシンドローム予防に最も大切な栄養素の
宝庫です。
　薬や食物繊維を添加した健康食品などもあふれていますが、白米に
加えるだけで、手軽に食物繊維やビタミン・ミネラルが補給できるの
でお勧めしたいと思います。

雑 穀 米
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青年団活動の記録

　〜きっとあなたは☆青年団☆という
　　　　　　　ファンタジーな世界のとりこになるはず！〜
青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ちょっとでも興味持たれた方、ぜひどうぞ！手軽にホームページからＯＫです

（パソコン）http://k-ypa. net/　　（携帯電話）http:/ /k- ypa.net/i/

（Blue Halcyon Times）

プロジェクトＤ
　２月２２日（日）に第４回高校生レクリエーション（プロジェクトＤ）を開催しました。
　今回で４回目となるプロジェクトＤは、球磨村青年団が主催するもので、村内に住む高校３年生を対象とし、卒業
してそれぞれの進路に旅立つ前に、再び友情・絆を深めてほしいという願いから計画しました（ちなみにＤはドウキュ
ウセイの頭文字からとっています）。事前にハガキで呼びかけたところ、２７名の参加がありました。
　まず、球磨中学校体育館でレクリエーション「ワンバウンドふらばーるボールバレー」というニュースポーツを５
人１チーム、計６チーム（青年団チームも含む）の総当たり戦で行いました。最初のうちは高校生だけでなく、なぜ
か何回も経験したことがある団員まで戸惑っていましたが、笑い声が絶えず楽しく交流することができました。バリ
バリの若さで、プレーにも、体力にも圧倒された青年団チームでした ^_^; 優勝・準優勝したチームには、賞品が送
られました。
　次に、２年後の成人式での開封に向けてタイムカプセルの作成を行いました。カプセルの中には、未来の自分への
メッセージなどを書いたカードや、自分たちの思いを書いた焼酎ビン、それぞれ持ち寄った思い出の品々や手紙を入
れました。
　その後、会場を『ふるさと振興センター』に移し、ジュースで乾杯して、お弁当やお菓子でお腹を満たしてもらっ
た後に、豪華景品がもらえるビンゴゲームを行いました。１つ１つ数字を読み上げるたびに歓声やため息が聞こえて
きて、ビンゴになった時は飛び上がって喜び、袋を開封して再び歓声をあげたり、笑いがおきたりなど、大変盛り上
がりました。聞くと、多くのひとが遠方に出て行くということなので、球磨村での楽しい思い出の１つとして、今回
のレクリエーションも加えてもらえると嬉しいです。参加してくれた高校生、ありがとうございました。地元に残る
人は是非青年団に入って、一緒に活動してくださいね☆
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　　　　　　　　　　　　　　　４ 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1
◆ 村内保育園　　
入園式

2 3 4
◆ 第一小校舎改築
起工式（10:30)

5 6 7 8
◆球磨中学校入学式

9
◆ 村内小学校　　
入学式

10
◆区長文書

11

12
◆ くまむらスマイ
ルスポーツクラ
ブ総会
　（10:00  第一小）

13 14 15 16 17
◆ 民生委員・児童
委員協議会総会
（14:00改セ）

18

19 20 21 22 23 24
◆ 農業委員会総会
（9:00役場）
◆ 区長会
（14:00役場）

25 
◆ ＳＬ人吉歓迎イ
ベント

26
◆ ＳＬ人吉歓迎イ
ベント

27
◆区長文書

28 29 昭和の日 30

みんなの
広　場

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

作　

日
当
山
岳

思
い
の
ほ
か　

笑
う
て
済
ん
だ　

遺
産
分
け

憎
め
な
い　

未
練
の
方
が　

強
か
っ
た

や
っ
ぱ
り　

裏
で
操
る
も
ん
の
居
る

女
子
の
智
恵　

近
所
近
辺　

揉
め
く
ら
せ

ご
苦
労
さ
ん　

予
算
よ
り
集
ま
っ
た
寄
付

第 4 回
千寿園杯ゲートボール大会開催

　千寿園では、球磨村の各地区の皆様と親睦を深
めるため、毎年、ゲートボール大会を開催します。
ゲートボール協会の協力を得て、新たな球磨村の
行事の一つに定着すればと思っています。なお、
ボランティアの方にお手伝い頂いて、お茶等も用
意していますので、お気軽にお越しください。

開 催 日：平成２１年４月７〜８日（２日間）
開 会 式：4 月 7 日　午前 8 時 30 分
大会会場：さくらドーム及び運動公園グラウンド

（問い合わせ先）
　特別養護老人ホーム「千寿園」
　☎０９６６−３３−００１１

春の全国交通安全運動

春の全国交通安全運動
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○自己紹介�
　�　４人目が生れて３６日目に主人が亡くなり、姑に仕
えながら子供を育てました。３３歳でバイク免許を取
得して保険の外交員を仕事に八代から球磨郡中を回
りながら生活を支えました。５０歳過ぎてホームヘル
パーの仕事に就き、川島地区までバイクで１２年間通
いました。その間いろんな人に出会い、お世話になり、
人との関わりの大切さを学びました。

○元気の秘訣は？�

　�　ゲートボールやグラウンドゴルフをするのが楽し
みで、時間があれば運動公園に出かけていきます。
人と楽しい会話で笑顔を絶やさず、地区の唯一の現
役婦人会員で交流をしています。笑顔が一番�!

小谷  チミ子 さん
�（80 歳　小谷地区）

質問

後

集

編

記

　

も
う
桜
の
花
は
咲
き
、
各
地
で

は
、
こ
れ
か
ら
「
花
見
シ
ー
ズ
ン
」

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
年
の
開
花
予
想
は
、
三
月

十
五
日
で
、
平
年
よ
り
約
二
週
間
程

早
い
予
想
で
し
た
。
桜
は
今
が
見

頃
で
す
が
、
花
見
ま
た
は
入
学
式
に

は
、
桜
の
花
が
散
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
大
変
恐
縮
な
の
で

す
が
、
今
年
長
男
が
、
小
学
校
へ
入

学
し
ま
す
。
徒
歩
通
学
と
な
る
た

め
、
長
男
と
一
緒
に
体
力
つ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
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。

　

今
年
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に
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め
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ん
だ
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、
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こ
そ
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、
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さ
せ
る
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と
思
い
、
長
男
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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祐
）
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名　
　
　

年  

齢　
　

地　

区

大
無
田
キ
マ　

 　

84
才　
　

  

大
無
田

冨
永　

ケ
イ　

 　

89
才　
　

  

水　

篠　

永
椎
ハ
ル
ノ　

 　

93
才　
　

  

小　

川　

浅
野　

娃
子　

 　

77
才　
　

  

中　

園　

槻
木　

春
子　

 　

66
才　
　

  

大
無
田　

2月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

3月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 5 3   △ 2 △1 7

人　口（人） 4 , 7 1 3   1 △ 6 9

男　（人） 2 , 2 2 7   3 △ 2 6

女　（人） 2 , 4 8 6   △   2 △ 4 3

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

氏　

名　
　
　

保
護
者　
　

地　
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髙
沢　

瑞み
ず
き稀　

　

伸　

介　
　

高　

沢

松
舟
遼り

ょ
う
た
ろ
う

太
郎　
　

一　

郎　
　

松　

舟

槻
木　

心み
ひ
ろ優　

　

清　

光　
　

大
無
田

大無田　菜
な ほ

帆 ちゃん　（２歳５か月）
父：満　浩　さん　

母：悦　子　さん　〔大久保地区〕

【パパから一言】

　今、いろんな言葉を盛んに覚え、保育園で
習った歌を披露してくれます。
　帆に風をうけて、まっすぐ前に進め菜帆！

〜 募 集 し ま す〜
　私が主役コーナーでは、子どもさん（赤ちゃん）の写真
の応募をお待ちしています。対象児は６歳未満児とします。
　また、自分をアピールしたい人もお待ちしています。

【連絡先】　役場総務課広報係　☎３２—１１１１

廃止となる寝台特急「はやぶさ」が
肥薩線を走りました


